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労働災害発生状況等について

令和 ６年 １０月 １５ 日

彦根労働基準監督署

滋賀県の労働災害の推移 （コロナ除く）
（平成２０年～令和５年 全産業）
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休業４日以上の労働災害発生状況 （滋賀県，全産業）

４年連続で増加している
（全国的にも、同じ傾向）

急激に減っている理由として
リーマンショックの影響もある
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労働災害発生件数の推移（滋賀局管内
及び彦根署管内・コロナ除く）
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滋賀局管内では４年連続の増加

転倒

455 件
30%

無理な動作

動作の反動, 
243 件,16%

墜落・転落, 
224 件, 15%

はさまれ・

巻き込まれ, 
168 件,11%

激突され, 
116 件, 8%

切れ・こすれ, 
65 件, 4%

激突, 
64 件, 4%

交通事故, 
59 件, 4%

飛来・落下, 
36 件, 2%

高温物等との接触, 
36 件, 2%

その他, 
52 件, 

4%

転倒の割合が
全国的にも年々
増加している
高年齢層が多い
骨折、脳挫傷など
重篤な災害も

令和５年
１,５１８件

前年同期：１,５０３件
【プラス１５件】

うち１０件が
死亡災害

はさまれ・
巻き込まれ
３件

墜落・転落
３件

交通事故,転倒,
感電,酸欠 各１件

事故の型別・災害状況 （コロナ除く）
令和５年確定値 １,５１８件 （滋賀県）

前年比
＋２８件

腰痛、腱鞘炎など
重量物を持ち上げたり
運搬時に発生している
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転倒災害の類型

・滑りリスク

氷、雨水、油、粉じん、靴裏の摩耗。

・つまずきリスク

段差、すき間、コード、整理整頓不十分。

・踏み外しリスク

照度、階段の幅・こう配、手すり。

・その他のリスク

風、気温、重量物、

高齢化（エイジフレンドリーガイドライン）。

３大要因「滑り・つまずき、踏み外し」

・全国で最も多い事故の型は、転倒（右肩上がり）。

Ｒ３：33,672件

Ｒ４：35,295件

Ｒ５：36,058件

労働者本人に目が行きがちだが、

通路等の転倒リスクの抽出が必要。

転倒災害は全国的に増加・高止まり傾向

転倒災害防止のポイント
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転倒災害防止のためのチェックシート（滋賀労働局作成）

職場における腰痛予防対策指針

（抜粋）重量物の取り扱い

・重量物の取り扱いについては
機械による自動化や台車・昇降
装置などの使用により省力化を
図る。

・機械を使わず人力によってのみ作業をす
る場合の重量は、男性（満18歳以上）は
体重の概ね40%、女性（満18歳以上）は
男性が取り扱う重量の60%程度とする。

例 男性で体重が60kgの場合は荷の重量
24kgまで。女性で体重が50kgの場合は、
荷の重量12kgまで。原則は、機械による
自動化や、台車の使用による省力化を。
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転倒防止、腰痛予防、健康管理など

個別に相談したいときは （無料）

詳しくは、厚生労働省
ホームページを
ご覧ください。

原則義務化も、経過措置あり
当分の間は、猶予されている
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労働者死傷病報告の報告事項改正

e-Gov（デジタル庁所管）の
アカウント登録が必要です。

左は電子申請までの
流れを示したもので、
デジタル庁のＨＰより
抜粋したものです。
詳しくは、「ｅ-Ｇоv」 で
検索してください。

e-Gov電子申請では、
各省庁が所管する様々
な行政手続について、
申請・届出を行うこと
ができます。
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②

③

④


